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御
創
立
百
四
十
年
記
念
事

業
は
、
事
業
の
中
心
と
な
る

「
新
い
さ
お
会
館
」な
ど
の
設

計
に
対
す
る
各
要
望
に
伴

い
、
事
業
経
費
の
増
大
な
ど

様
々
な
問
題
が
発
生
し
た
た

め
、
設
計
事
務
所
や
施
工
業

者
と
の
協
議
を
重
ね
て
き
た

が
、
施
設
の
設
計
変
更
や
、

社
務
所
改
修
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
の
一
部
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、
昨
年
十
月

の
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
前

ま
で
に
最
終
合
意
に
至
っ

た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
本
紙

一
一
三
五
号
／
平
成
21
年
11

月
号
に
掲
載
）

　

こ
の
合
意
後
、
直
ち
に
境

内
の
樹
木
伐
採
に
着
手
す
る

と
共
に
、
十
月
二
十
四
日
に

は
「
い
さ
お
会
館
解
体
清
祓

の
儀
」、
引
き
続
き
十
二
月

三
日
に
地
鎮
祭
、
本
年
一
月

十
二
日
に
上
棟
祭
を
執
り

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
工
事
は
各
関
係

者
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
順

調
に
進
み
、
去
る
二
月
十
八

日
に
は
県
遺
族
連
盟
正
副
会

長
、
同
常
任
理
事
ら
が
参
加

し
て
視
察
会
が
開
か
れ
た
。

　

視
察
会
で
は
、
施
工
業
者

で
あ
る
ア
イ
サ
ワ
工
業
の
担

当
者
か
ら
工
事
の
進
捗
状
況

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
施
設

の
外
観
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ

た
境
内
を
視
察
し
た
。な
お
、

会
館
等
の
竣
工
式
に
つ
い
て

は
、
五
月
五
日
㈬
に
執
り
行

わ
れ
る
県
戦
没
者
春
季
慰
霊

祭
に
あ
わ
せ
て
行
い
た
い
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
募
金
目
標
総
額
二

億
円
に
対
し
、
遺
族
会
は
本

年
三
月
末
を
目
標
に
掲
げ
て

一
億
円
の
募
金
活
動
を
行
っ

て
い
る
が
、
現
在
、
県
下
遺

族
会
か
ら
各
目
標
額
以
上
の

納
入
ま
た
は
一
部
納
入
が
県

遺
族
連
盟
へ
あ
っ
た
。

　

更
に
、
本
年
に
入
り
、
県

下
企
業
な
ど
一
般
へ
の
募
金

活
動
を
開
始
、
奉
賛
会
の
岸

本
副
会
長
（
県
遺
族
連
盟
会

長
）、
湯
浅
副
会
長
（
県
護
國

神
社
宮
司
）
や
事
務
局
職
員

ら
が
企
業
を
訪
問
し
、
事
業

に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
い

た
だ
く
様
お
願
い
に
廻
っ
て

い
る
。
今
後
、
随
時
、
企
業
・

団
体
等
へ
お
願
い
の
書
面
を

発
送
し
、
必
要
に
応
じ
て
役

員
等
が
訪
問
す
る
こ
と
と
し

新
い
さ
お
会
館・参
拝
者
待
機
所
及
び
回
廊

新
い
さ
お
会
館・参
拝
者
待
機
所
及
び
回
廊

四
月
末
の
完
成
に
向
け
工
事
急
ピ
ッチ

四
月
末
の
完
成
に
向
け
工
事
急
ピ
ッチ

岡
山
県
護
國
神
社
御
創
立
百
四
十
年
記
念
事
業

　

ご
英
霊
鎮
ま
る
岡
山
県
護
國
神
社
の
未
来
永
劫
の
社
頭
護
持
を
目
標
に
掲
げ
て
、「
新

い
さ
お
会
館
」
並
び
に
「
参
拝
者
待
機
所
及
び
回
廊
」
な
ど
の
境
内
整
備
を
進
め
て
い

る
御
創
立
百
四
十
年
記
念
事
業
は
、
昨
年
三
月
二
十
九
日
の
奉
賛
会
設
立
以
来
、
い
よ

い
よ
本
年
四
月
末
の
同
施
設
完
成
に
向
け
工
事
を
急
い
で
い
る
。

　

ま
た
、
募
金
活
動
に
つ
い
て
も
、
県
下
企
業
に
対
す
る
協
力
依
頼
を
本
格
化
さ
せ
、

広
く
一
般
県
民
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
更
な
る
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

いさお会館・
参拝者待機所
内部の鳥瞰図
（南側から）

て
い
る
。

　

景
気
は
依

然
と
し
て
低

迷
し
募
金
活

動
は
大
変
厳

し
い
も
の
が

あ
る
が
、
ご

英
霊
が
引
き

続
き
安
心
し

て
お
眠
り
で

き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と

は
、
戦
没
者

遺
族
は
勿
論

の
こ
と
国

民
、
県
民
の

責
務
で
あ

り
、
事
業
完

遂
に
向
け
県

民
各
位
の
絶

大
な
る
ご
協

力
を
お
願
い

す
る
。
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研
修
会
に
は
、
県
遺
族
連

盟
役
員
並
び
に
県
下
各
遺
族

連
合
会
の
事
務
担
当
者
ら
九

十
名
が
参
加
し
、
定
刻
の
午

前
十
時
三
十
分
に
開
会
。
近

常
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に

続
い
て
、
ご
英
霊
に
感
謝
の

黙
祷
を
捧
げ
、
岸
本
県
遺
族

連
盟
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

　

岸
本
会
長
は
、
現
在
進
め

て
い
る
県
護
國
神
社
御
創
立

百
四
十
年
記
念
事
業
に
対
す

る
会
員
各
位
か
ら
の
協
力
に

対
す
る
お
礼
を
述
べ
、
更
に

「
遺
族
会
は
戦
後
か
ら
今
日

ま
で
、
自
民
党
と
共
に
靖
國

神
社
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

英
霊
顕
彰
、
そ
し
て
戦
没
者

遺
族
援
護
な
ど
、運
動
を
行
っ

て
来
た
が
、
昨
年
の
衆
議
院

選
挙
で
民
主
党
が
政
権
を
取

り
大
き
く
状
況
が
変
わ
っ
た
。

現
政
権
は
ご
英
霊
鎮
ま
る
靖

國
神
社
へ
の
参
拝
を
行
わ
な

い
こ
と
を
明
言
し
、
更
に
靖

國
神
社
に
代
わ
る
追
悼
施
設

の
建
設
構
想
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
夏
の
参
議
院
選
挙
で
民

主
与
党
が
過
半
数
を
取
っ
た

ら
、
特
に
靖
國
問
題
は
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
、
遺

児
は
平
均
七
十
歳
を
越
え
、

妻
の
皆
様
も
九
十
歳
を
越
え

て
お
り
ま
す
が
、
遺
族
会
の

力
を
再
結
集
し
て
、
我
々
の

代
表
で
あ
り
ま
す
水
落
敏
栄

議
員
を
再
び
国
政
に
送
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

後
、
古
賀
会
長
か
ら
も
お
話

し
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

我
が
国
の
将
来
を
決
し
て
間

違
っ
た
方
向
に
進
め
て
は
な

り
ま
せ
ん
」
と
結
ん
だ
。

　

続
い
て
研
修
に
移
り
、
公

私
と
も
ご
多
忙
の
中
を
来
岡

い
た
だ
い
た
古
賀
誠
日
本
遺

族
会
会
長
（
衆
議
院
議
員
）

の
講
演
（
講
演
要
旨
別
掲
）

を
拝
聴
。
そ
の
後
、
古
賀
会

長
と
の
意
見
交
換
で
は
〝
戦

没
者
の
遺
品
の
情
報
収
集
並

び
に
政
府
の
対
応
〟更
に
は
、

〝
日
本
が
国
際
貢
献
を
行
う

会
の
会
員
調
査
、
④
今
後
の

行
事
予
定
等
、
当
面
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
事
務
局
が
説

明
・
報
告
を
行
っ
た
。

　

戦
没
者
遺
族
と
し
て
、
ま

た
組
織
と
し
て
戦
後
六
十
四

年
間
、
自
由
民
主
党
と
共
に

歩
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
国

旗
・
国
歌
を
愛
し
、
平
和
に

最
も
敏
感
な
遺
族
会
の
方
々

が
、
英
霊
顕
彰
運
動
を
通
じ

て
自
民
党
を
支
持
し
て
き
た

こ
と
は
間
違
い
の
な
い
選
択

で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
で
今
日
の
平

和
が
あ
り
、
我
が
国
の
繁
栄

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
り
ま
す
。

　

今
、国
際
社
会
の
中
で
も
、

我
が
国
の
政
治
経
済
等
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
中
で
も
、
大
き

な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
何
と
言
い
ま
し
て
も
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
八
割

近
く
と
い
う
時
代
に
な
っ
て

お
り
、
価
値
観
が
多
様
化
し

て
く
る
中
で
、
当
然
、
変
革

は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
戦
没
者

遺
族
は
如
何
な
る
時
代
、
何

処
に
お
い
て
も
、
国
の
根
幹

と
な
る
も
の
、
基
本
の
軸
は

振
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
歴

史
を
教
訓
と
し
て
、
こ
の
国

が
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
残
す
、
し
か
し
変
革

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
変
え
る
、
こ
の
こ
と
が
大

事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
理
念
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
る
の
が
我
が
自
由
民
主
党

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の

時
代
、
何
処
に
お
い
て
も
守

り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
守
り
、
そ
の
た
め
の

変
革
を
怠
ら
な
い
。
こ
れ
が

保
守
主
義
の
基
本
で
あ
り
ま

す
。

　

日
本
国
の
た
め
、
家
族
の

た
め
に
命
を
捧
げ
た
ご
英
霊

の
肉
親
、
そ
の
集
ま
り
が
遺

族
会
で
す
。
同
じ
悲
し
み
苦

労
を
共
有
し
、
戦
後
六
十
四

年
を
共
に
歩
ん
で
き
た
大
切

な
心
の
繋
が
り
を
持
つ
組
織

が
遺
族
会
で
あ
り
ま
す
。
戦

後
世
代
が
八
割
近
く
と
い
う

今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は

何
を
残
す
べ
き
な
の
か
、
ど

う
い
う
責
任
と
使
命
を
託
さ

れ
て
い
る
の
か
、
政
党
は
勿

論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
・
団

体
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ
と

に
思
い
を
致
す
こ
と
が
極
め

て
大
事
な
こ
と
で
す
。

　

昨
年
の
夏
の
選
挙
で
自
民

党
は
大
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。

何
故
な
ん
だ
ろ
う
か
。
大
き

な
反
省
点
が
幾
つ
か
あ
り
ま

す
。
あ
の
小
泉
改
革
、
市
場

原
理
主
義
が
大
き
な
原
因
で

あ
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

改
革
は
確
か
に
大
事
で
は
あ

り
ま
す
が
、
我
が
国
の
長
い

歴
史
的
な
伝
統
や
文
化
を
損

な
う
改
革
を
あ
ま
り
に
も
進

め
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
市
場
原

理
主
義
の
導
入
よ
り
も
、
む

し
ろ
日
本
の
伝
統
、
文
化
を

壊
し
た
こ
と
、
武
士
道
の
心

を
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ

の
批
判
が
強
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

否
、
そ
れ
以
前
に
自
民
党

政
治
へ
の
不
信
感
が
国
民
の

心
の
中
に
充
満
し
つ
つ
あ
っ

た
の
だ
、
次
か
ら
次
へ
と
政

権
を
投
げ
出
し
た
こ
と
が
大

き
な
原
因
だ
と
言
う
人
も
い

ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
積

も
り
に
積
も
っ
て
自
民
党
に

対
す
る
不
信
感
・
不
満
が
国

民
の
心
に
充
満
し
て
い
っ
た
。

こ
う
い
う
中
で
、
民
主
党
は

政
権
交
代
を
謳
い
、
民
主
党

へ
の
期
待
が
国
民
に
高
ま
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち

自
民
党
は
現
実
性
の
あ
る
政

策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
政
権
交
代
を
大
義
と

し
て
、
民
主
党
は
殆
ど
実
現

不
可
能
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

口
当
た
り
の
良
い
政
権
公
約

を
次
か
ら
次
へ
と
打
ち
出

し
、
国
民
の
心
を
掴
ん
で
行

き
ま
し
た
。

　

今
、
国
会
で
は
政
治
と
金

の
問
題
で
、
与
党
民
主
党
に

対
す
る
国
民
の
不
信
が
増
大

し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

自
民
党
と
い
う
政
党
に
対
す

る
支
持
は
伸
び
て
お
り
ま
せ

ん
。
一
つ
の
こ
と
だ
け
で
支

持
が
復
活
す
る
ほ
ど
自
民
党

の
傷
が
浅
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

戦
後
か
ら
長
年
、
政
権
を
担

当
し
て
き
た
自
民
党
に
対
す

る
不
信
は
根
深
い
も
の
が
あ

り
、
相
当
な
覚
悟
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
国

民
の
皆
様
は
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
国
民
が

生
活
す
る
上
で
、
ど
の
政
策

が
安
全
で
安
心
か
、
厳
格
に

国
民
に
説
明
で
き
る
政
策
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
党
の
古
い
体
質
を

　

そ
し
て
、
午
後
十
二
時
四

十
分
、
浅
野
副
会
長
が
閉
会

の
言
葉
を
述
べ
、
合
同
研
修

会
を
終
了
し
た
。

中
で
犠
牲
者
が
出
た
場
合
、

国
と
し
て
の
慰
霊
顕
彰
す
る

施
設
の
必
要
性
〟
な
ど
、
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、研
修
二
に
移
り
、

①
岡
山
県
護
國
神
社
御
創
立

百
四
十
年
記
念
事
業
に
関
し

て
、
事
業
の
経
緯
、
記
念
事

業
に
対
す
る
募
金
運
動
、
更

に
は
、
②
戦
没
者
遺
族
処
遇

改
善
運
動
の
成
果
、
③
平
成

二
十
二
年
度
県
遺
族
連
盟
会

費
並
び
に
県
下
各
支
部
遺
族講演する古賀日本遺族会会長（2月14日：岡山ロイヤルホテル）

　

県
遺
族
連
盟
で
は
二
月
十
四
日
㈰
、
岡
山
市
北
区
絵
図
町
の
「
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
」
光
楽
の
間
に
於
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
県
遺
族
連
盟
役

員
並
び
に
各
市
郡
遺
族
連
合
会
事
務
担
当
者
合
同
研
修
会
を
実
施
し
た
。研
修
会
で
は
、

古
賀
誠
日
本
遺
族
会
会
長
の
時
局
講
演
を
拝
聴
し
た
ほ
か
、
英
霊
顕
彰
並
び
に
処
遇
改

善
運
動
、
県
護
國
神
社
御
創
立
百
四
十
年
記
念
事
業
の
経
緯
な
ど
当
面
す
る
諸
問
題
に

つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

古
賀
日
遺
会
長
─
┐

└
─
─
─
講
演
要
旨

古
賀
誠
日
本
遺
族
会
会
長
を

講
師
に
迎
え
開
催

平
成
21
年
度
県
遺
族
連
盟
合
同
研
修
会
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平
成
二
十
二
年
二
月
行
事
表

2
日　

岡
山
市
西
大
寺
遺
族
連
合
会
新
年
互
礼
会
（
瀬
戸
内
市
内
）

5
日　

北
方
領
土
返
還
要
求
県
民
大
会
（
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
）

14
日　

県
連
盟
役
員
並
び
に
各
市
郡
遺
族
連
合
会
事
務
担
当
者
合
同

研
修
会
（
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
Ｈ
）

18
日　

県
政
治
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
合
同
会
議（
県
連
盟
会
議
室
）

25
日　

日
遺
理
事
会
・
評
議
員
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

日
遺
政
理
事
会
・
総
会
（
九
段
会
館
）

　
　
　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議（
瀬
戸
内
市
長
船
町
）

26
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
会
議
（
九
段
会
館
）

　
　
　
日
遺
支
部
事
務
局
職
員
共
済
会
理
事
会
・
評
議
員
会
合
同
会
議（
九
段
会
館
）

　
　
　

都
道
府
県
本
部
事
務
局
長
会
議
（
九
段
会
館
）

28
日　

県
連
盟
女
性
部
第
二
回
研
修
会
（
ラ
ヴ
ィ
ー
ル
岡
山
）

平
成
二
十
二
年
三
月
行
事
表

2
日　
倉
敷
市
遺
族
連
合
協
議
会
靖
國
団
参
・
国
会
陳
情
（
東
京
方
面
）
二
泊

15
日　

岡
山
市
南
遺
族
連
合
会
総
会
（
岡
山
市
妹
尾
地
域
Ｃ
）

16
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

17
日　

加
賀
郡
遺
族
連
合
会
研
修
会
（
岡
山
市
内
）

28
日　

県
連
盟
理
事
・
評
議
員
・
監
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
大
会
議
室
）

遺
族
会
の
動
き
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変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

政
治
家
の
一
番
大
事
な
志
が

欠
如
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
遺
族
会
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
り
国
会
に
出
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
丁
度
三
十

年
目
に
な
り
ま
す
。
も
う
私

に
は
余
り
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
私
が
出
来
る
こ
と

は
何
が
あ
る
の
か
。

　

や
は
り
自
民
党
に
は
様
々

な
人
材
、
様
々
な
境
遇
の
中

で
、
志
を
持
っ
て
政
治
へ
参

画
さ
れ
た
方
が
大
勢
い
ま

す
。
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
中

で
も
日
本
の
平
和
を
思
い
、

ご
英
霊
へ
の
尊
崇
の
念
を
持

ち
、
ど
ん
な
時
代
で
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
も
の
を
持
ち

続
け
る
こ
と
を
政
治
の
原
点

と
し
て
国
政
に
参
画
し
て
い

る
方
々
が
い
ま
す
。
そ
う
い

う
方
々
を
国
民
の
皆
様
に

判
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ

う
い
う
役
割
が
私
に
残
さ
れ

て
い
る
責
務
で
あ
り
使
命
で

あ
る
と
年
頭
に
決
意
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
広
く

国
民
の
皆
様
に
お
話
し
申
し

上
げ
、
そ
し
て
又
、
自
民
党

再
生
の
道
の
一
つ
と
い
た
し

た
い
。

　

今
、鳩
山
政
権
に
な
っ
て
、

靖
國
神
社
へ
の
総
理
の
公
式

参
拝
は
遥
か
遠
く
、
期
待
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
勿
論
、
自
民
党
政
権
の

時
も
、
国
際
社
会
、
特
に
近

隣
諸
国
と
の
友
好
親
善
を
考

え
た
時
、
難
し
い
課
題
で

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り

ま
す
。

　

日
本
の
国
民
一
人
一
人

が
、
靖
國
神
社
を
ど
う
考
え

る
か
、
そ
こ
か
ら
始
め
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
国
民
す
べ
て
が
、
わ

だ
か
ま
り
な
く
靖
國
神
社
に

参
拝
で
き
る
、
そ
う
い
う
神

社
と
は
ど
う
い
う
環
境
な
の

か
、
私
た
ち
は
も
う
議
論
を

始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
戦
後
生
ま
れ
の
方
々
が

こ
の
国
を
リ
ー
ド
し
て
行
く

中
で
、
戦
没
者
遺
族
の
思
い

が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う

な
事
態
を
決
し
て
許
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
民
主
党
が
新

た
な
追
悼
施
設
を
造
ろ
う
と

し
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
日
本
遺
族
会
は
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 　

国
民
す
べ
て
の
人
た
ち

が
、
わ
だ
か
ま
り
な
い
神
社

と
し
て
、
社
に
鎮
ま
る
英
霊

に
感
謝
す
る
、
そ
う
い
う
靖

國
神
社
に
し
た
い
。
色
々
な

ご
意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
我
々
の
肉
親
が
、
ど
う

い
う
思
い
で
国
に
命
を
捧
げ

る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う

か
、私
た
ち
戦
没
者
遺
族
は
、

ご
英
霊
の
心
を
心
と
し
て
、

声
な
き
声
を
聞
く
時
が
来
て

い
ま
す
。
戦
後
、
六
十
五
年

を
迎
え
た
今
年
、
日
本
遺
族

会
も
新
し
い
歩
み
を
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

六
年
が
経
過
し
、
ま
た
皆

様
方
か
ら
水
落
敏
栄
に
対
す

る
ご
支
援
を
い
た
だ
く
年
に

な
り
ま
し
た
。
自
民
党
に

と
っ
て
も
負
け
ら
れ
な
い
戦

い
で
あ
り
ま
す
が
、
英
霊
の

心
を
汲
み
上
げ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
遺
族
会
は
、

特
に
大
事
な
選
挙
で
あ
り
ま

す
。
日
本
が
間
違
っ
た
方
向

に
行
か
な
い
よ
う
に
、
英
霊

が
こ
の
国
に
残
そ
う
と
し
た

思
い
を
、
し
っ
か
り
と
繋
い

で
行
け
る
政
治
に
変
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
一
度
は
亡
き
父
の
戦
没

地
を
訪
れ
慰
霊
し
た
い
」
と

の
戦
没
者
遺
児
の
要
望
を
受

け
、
平
成
三
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
同
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
に
全
国
各
地
か
ら
約
一
万

五
百
人
の
遺
児
が
参
加
し
、

亡
き
父
と
の
対
面
を
果
た
し

た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
事

業
開
始
か
ら
二
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
記
念
事
業
を

計
画
、
船
舶
を
借
り
上
げ
て

通
常
実
施
が
困
難
な
地
域
の

洋
上
慰
霊
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
る
。
更
に
、
初
め
て
樺

太
地
域
（
旧
ソ
連
と
合
同
実

施
）、ま
た
十
一
年
ぶ
り
に
イ

ン
ド
（
イ
ン
パ
ー
ル
）
地
域

を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
こ
の
機
会
に
多
く
の

遺
児
の
方
々
の
参
加
を
い
た

だ
き
た
い
。

　

な
お
、こ
の
事
業
計
画
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
日
本
遺
族

会
に
事
業
が
委
託
さ
れ
た
場

合
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご

承
知
お
き
い
た
だ
く
と
共

に
、
交
通
機
関
、
相
手
国
の

事
情
な
ど
で
実
施
時
期
や
巡

拝
地
域
が
変
更
、
あ
る
い
は

延
期
や
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

事
業
概
要
は
下
記
一
覧
の

と
お
り
で
す
。（
但
し
、
実
施

日
程
に
は
集
合
日
が
含
ま
れ

ま
す
）

　

厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
て
日
本
遺
族
会
が
実
施
し
て
い
る
「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」の
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
概
要
が
固
ま
っ
た
。

平
成
三
年
の
事
業
開
始
か
ら
二
十
年
目
を
迎
え
る
二
十
二
年
度
は
、
二
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
洋
上
慰
霊
を
行
う
な
ど
十
五
地
域
を
計
画
し
て
い
る
。

　

募
集
要
項
・
実
施
時
期
等
の
詳
細
は
決
定
次
第
、
本
紙
に
掲
載
し
参
加
者
の
募
集
を

開
始
す
る
。

実 施 地 域 実施時期 募集人員
1 旧満州 平成22年 8 月上旬 30人
2 旧ソ連・樺太 平成22年 8 月中旬 45人
3 西部ニューギニア 平成22年 8 月下旬 30人
4 中国 平成22年 9 月中旬 45人
5 東部ニューギニア 平成22年 9 月下旬 60人
6 フィリピン 平成22年10月上旬 110人
7 トラック諸島 平成22年10月中旬 15人
8 パラオ諸島 平成22年10月中旬 15人
9 ソロモン諸島 平成22年10月下旬 30人
10 ボルネオ・マレー半島 平成22年11月中旬 30人
11 ミャンマー 平成22年11月下旬 30人
12 インド（インパール） 平成22年11月下旬 15人
13 マリアナ諸島 平成23年 2 月上旬 30人
14 マーシャル諸島 平成23年 2 月中旬 15人
15 洋上慰霊 平成23年 3 月下旬 400人

20周年記念洋上慰霊をはじめ
樺太、インドなど十五地域を予定

平成22年度慰霊友好親善事業


